
府民の森くろんど園地探鳥会 （毎月第４土曜日両園地通算第289回）

令和７(2025)年4月26日(土)9:30～14:30頃 日本野鳥の会大阪支部

友田武・神戸徹・吉山 晃・平軍二 (090-6901-1425)

Ⅰ 交野の鳥(135)

 オオルリ
交野野鳥の会では先週4月20

日にくろんど園地早朝探鳥会を

開催されましたが、オオルリの

囀りをあちこちで聴かれたとお

聞きしています。

今日の探鳥会でもオオルリが

出てくれると思いますので、今月

の鳥は昨年4月に吉山晃氏が写

されたオオルリを利用させてい

ただいた。

オオルリは谷川の鳥、くろんど

園地へのハイキング道はオオル

リにぴったりのコースです。

Ⅰ-②大阪府鳥類目録2016 オオルリ ↓
大阪府内では春の渡り時はほぼ府全域で観察できるが、繁殖

期になると、府中心部にいなくなり、山地で繁殖していると思

われる。

Ⅰ-③オオルリ全国鳥類繁殖分布図

1970年代 1990年代 2010年代

Ⅰ-④ オオルリ繁殖・越冬地図
真木・大西 日本の野鳥590

(2000年) 平凡社

夏鳥として北海道から九州に渡来し、低山か

ら山地にかけての林に生息し、渓流に沿った

林を好む。

これまで両園地で探鳥会リーダーをお願いしていた近藤輝男氏、沖光二氏が先月(3月）度まで退任されました。既

に新年からお願いしていますが、吉山晃氏(両園地とも)、新名泰博様（ほしだ園地のみ）の新メンバーで案内させて

いただきますので、よろしくお願いします。
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Ⅱ 先月(3月22日) ほしだ園地探鳥会結果
朝一、集合地点でツバメ(５羽)の初認、数10年ツバメを家に迎えておられる友田氏宅にも今朝到着したとの

ことでした。私市集落ではジョウビタキ(4)、天野川では黄(6)・白(2)・黒(5)の三色にビンズイ(2)と4種のセキレ

イや、カワセミ(1)も出たが、1月探鳥会で観察し、2月に入っても観察されていたアオシギはいなかった。山地

に入ってウグイス(6)はよく囀っていたが、シジュウカラ(1)、メジロ(2)、エナガ(2)と少なくヤマガラは出なかった。

園地のシンボル鳥ハヤブサ、最近、営巣個所である岩棚や、見張り場所の送電線鉄塔などで良く姿を見せ

ているとお聞きしいたが、観察できなかったが、観察種数が29種と先月(19種)より10種も多く、まずまずの探

鳥会でした。暑くなるとの予報ではあったが、これまで寒い日から一転し気温が高くなったことで、上着を脱い

での探鳥となった。

Ⅲ 次回探鳥会 2025/5/24

ほしだ園地 9：30私市駅前

次回はほしだ園地です。

大阪支部ホームズ様式から、お申し込み

くださるよう、お願いします。

3月探鳥会で見ることができなかったハヤブサ、

その後も岩棚に来ているようです。

繁殖年であれば、ヒナの姿が見える頃ですが、

残念ながら、今年も繁殖しないようです。

20250418ほしだ園地岩棚のハヤブサ （吉山 晃氏） ↑

上段 カワラヒワ （雌） ジョウビタキ （雄）

下段 カワウ セグロセキレイ イタチ （渡邊信義氏）

日本鳥学会は昨2024年9月に、日本鳥類目録改定第8版を発表しました。

これまでの経緯は下記の通りです。

改訂第6版（2000年）鳥の分類が戦前からの形態（体の構造や外見の特徴）で分類

改訂第7版（2012年）遺伝子解析の結果を初めて取り入れた（大幅な変更）

改訂第8版（2024年）更に詳細な遺伝子情報を取り込んだ（種の順番に変更が多い）

└これから図鑑をと思われている方、第8版ベースかどうか確認の上、ご購入下さい

鳥類目録改訂
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Ⅲ 観察鳥チェックリスト （今月より日本鳥類目録第8版ベースに変更）
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